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会　長  ／ 上　田　秀　樹
幹　事  ／ 栗 本 清 秀

■開会挨拶……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長
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ガバナー公式訪問です

●２０23～24年度   国際ロータリーのテーマ

■本日のプログラム  米山奨学会担当　ゲスト講演
 　  米山奨学生　ラミア・ファルハナ・シクダーさん
■次回例会日時  2023年10月16日（月）　 12：30～
■次回プログラム  社会奉仕委員会担当　ゲスト講演
 　 第２７１０地区交換留学生　ザリー・ハインズさん
 　「アメリカの話と留学しての感想」
̶
■第1399回例会記録
●日時………………………2023年9月25日（月） 12：30～　
●点鐘……………………………………………………………会長
●国歌「君が代」斉唱…………………………………全員
●ソング「奉仕の理想」…………………………………全員
●ゲスト紹介
　第2710地区ガバナー　　　井内康輝 様
　　〃　ガバナー随行幹事　佐古隆司 様
　　〃　G-12ガバナー補佐　中間幸子 様　
　　〃　ガバナー補佐幹事　 藤本　崇 様　　

　みなさんこんにちは。
　本日はガバナーの公式訪問です。
今日のゲストを紹介します。国際ロータリー 2710
地区ガバナーの井内康輝様、そしてガバナー随行
幹事として同行されました佐古隆司様、G12ガバ
ナー補佐の中間幸子様、補佐幹事の藤本崇様で
す。ようこそお越しくださいました。
　本日の例会プログラムはガバナーの講演となっ
ております。井内ガバナーには後程よろしくお願
い申し上げます。
　さらに本日は例会終了後にクラブフォーラムが
開かれます。意見発表していただく職
業奉仕委員長の前田会員、公共イメー
ジ委員長の和田会員にはご苦労をおか
けしますがよろしくお願いいたします。
意見発表の後、RLI方式としてガバナー
補佐の仲間様の進行で進めたいと思い
ます。その後ガバナーに所感をいただ
きたいと思います。それを基にクラブ
運営に役立てたいと思います。

　また、このフォーラムは、理事役員を始め、各
委員会の委員長、そして入会5年未満の会員に出
席を依頼しています。例会終了後よろしくお願い
致します。
　さて、9月13日から17日にかけて三次きんさ
いスタジアムで行われた第9回WBSC女子野球
ワールドカップは6チーム中上位3チームに入っ
た、日本、チャイニィーズタイペイ、ベネズエラ
が来年のカナダの本戦に出場します。日本は力
量チームワークとも素晴らしく、期待できるチー
ムでした。また、みんなで応援しましょう。

▲例会に先立ち、ガバナーを囲む懇談会が開催されました



会員数
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欠席者のうち規定免除
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Make-up
出席合計
出席率

ニコニコＢＯＸ本日出宝額　　46,000円

上田君 ガバナー、ガバナー随行幹事、ガバナー補佐、
 補佐幹事をお迎えして。（大口）
安藤君 井内ガバナーをお迎えして。お久しぶりです。
 よろしくお願いします。（大口）
「ガバナー、ガバナー随行幹事、ガバナー補佐、補佐幹事を
お迎えして。」
　　栗本君、佐 木々君、松本君、平田君、井上君、石田君、
　　野村君、武口君、和田君、大井君、水野君、光永君、
　　信国君、沈君、酒井君、小根森君、中西君、角谷君、
　　杉谷君、圓道君、山縣君、重信君、山崎君、沖君
池田君 ガバナーをお迎えして。
 伯和ビクトリーズ、日本選手権中国地区第一
 代表獲得。２大会ぶりの出場です。
　　

■幹事報告……………………………………………栗本幹事
●骨髄バンク関連の資料、米山豆辞典、安藤会
　員のふれあい通信をお手元に配布しています。
●夏の家族会の収支報告書を回覧しています。
●10月2日は第1400回例会です。
●10月２日19時より理事役員会を開催いたします。
●新入会員の推薦があがっています。異議がなけ
　れば、10月２日からの入会です。

■出席報告…………………………………………山縣委員長
●第1397回9月4日

●第1399回  本日の出席は35名中32名です。

■国際奉仕委員会………………水野米山奨学会担当
　10月は米山月間です。お手元に米山豆辞典を配
布しています。寄付もよろしくお願いいたします。
　また、10月2日は担当例会です。

■親睦委員会……………………………………酒井委員長
　夏の家族会のお礼を申し上げます。ご厚志やご協
力をいただき、おかげさまで予算内に収まりました。
ありがとうございました。

■SAA…………………………………………………池田SAA
●ゲストニコニコBOXへご出宝
　ガバナーよりいただきました（大口）
　　ガバナー補佐、補佐幹事よりいただきました（大口）
●会員ニコニコBOXへご出宝

　酒井会員の休耕田5反
（東酒屋町1,500坪）一面
に真っ白いかわいい蕎麦の
花が咲いています。
　6月末に種蒔き、10月末
に収穫です。今は、彼岸花
の赤、草の緑と3色のコント
ラストがとてもきれいです。

一面　蕎麦の花　　酒井会員が小さく見えます

投稿：和田ひとみ会員

本日は
第1400回例会です



■プログラム《ガバナー公式訪問》………………………………………………………………………………………………………………

　こんにちは。この地域のガバナー井内でございます。
このネクタイですが、RI会長のマッキンリーさんが、こ
れをしてほしいということで、世界中のガバナー 530人
へプレゼントをしてくれたものです。そのネクタイをしてき
ました。
　またこのブレザーは、日本の34人のガバナーが語り
合って決めた統一ブレザーです。これらを着用して福
山、下関と新幹線で移動していると、冷ややかな目線
も感じますが、それに負けないで一生懸命着ています。

ロータリーの目指すもの
　“Create  hope  in  the  world”  （世界に希望
を生み出そう）
　現在ウクライナ戦争の真只中にあり、彼らがどのよう
にしてhopeを見出せるか。現在世界の40ヶ所以上
の紛争地があります。

ガバナー信条
“平和の種をまこう!!　～ロータリアンにできること～”
　この平和の種というのは奉仕活動のことです。
住む土地が平和であることが、世界に希望をもたらす
ことができる。
　2023-24年度地区として計画している記念事業、
比治山公園にある平和の丘に、G７の9人のメッセー
ジを石碑として設置し、広く市民に公開する事業。

　地区として計画している平和の種
１、地区大会（2023/11月）
　1）記念講演：中満泉国連次長
　2）中満次長と青少年代表との対話

　３）記念事業：  平和メッセージのモニュメントの作
　成（G7サミット広島に参加した各国首脳のメッセージ）
２、インターアクト委員会活動　2590地区のインター
     アクトとロータリアンの来広（2023/12月）　　　
　　　　“平和学習の実施”
３、RYLAセミナーin江田島テーマ　：平和のために
         青少年ができること（2024/3月）　
４、地区バッジの作成―折り鶴マーク
　　青少年交換留学生（４名）、ロータリー財団奨学
      生（２名）などに託して世界へ
５、ガバナー月信―表紙の写真：広島の被爆モニュ
　　メントの紹介　特別コラム：青少年が取り組む
     平和活動の紹介

2023-24年度、RID2710、地区委員会の活動
①社会奉仕委員会　環境問題に関する小学生を対
　　象とした出前事業の呼びかけ
②国際奉仕委員会　韓国3690地区との交流―　
　地区大会への参加、シンガポール国際大会への参加
③青少年奉仕委員会　RYLAの実施韓国3690地
　区との交流―インターアクトの相互訪問
④ローターアクト委員会　地区ローターアクトクラブと
　しての奉仕活動
　2023/5/27　マツダスタジアムでのポリオ募金デー
　→戦略計画セミナー（2023/7/9）で報告
⑤会員増強委員会　オープン例会の推奨
　女性ロータリアンの会

ロータリー財団の事業
①ポリオプラス
②グローバル補助金
③地区補助金
④災害救援補助金
⑤ロータリー平和センター

第２７１０地区
ガバナー　　井内康輝 ⑥大規模プログラム補助金　2020-21年度　マラリ

アのないザンビアのためのパートナー、補助金200万
ドル

米山奨学会への支援
　2710地区での奨学生の募集の基本方針
①ロータリー活動を理解し、世話クラブ例会、家族と
の交流、ロータリー諸行事に参加できること
②将来、母国と日本の親善を深めようという使命感が
あること
③被推薦者が3名以下の大学は、3名の学生が同じ
国籍にならないようにすること
④被推薦者が4名以上の大学は、同一国籍の学生
は2名までとすること
⑤合格者全体で同一国籍の学生が占める割合は
30％以下とする

　：なぜ、外国人留学生を支援するのか
米山奨学事業の目的は、海外から優秀な学生を日本
に招き、勉学を支援することであり、その背景には二度
と戦争の悲劇を繰り返さないために、“平和日本”を世
界に伝へ、国際親善と世界平和に寄与したいという願
いがある。苦学生の支援が目的ではない。

オープン例会の奨励
：庄原ロータリークラブは11名参加で11名入会
：35クラブで208名の参加

・マイロータリー登録割合
・ロータリーカードの利用促進
スタンダードカード　　利用金額の0.3％がポリオ根
絶資金となる
ビジネスカード　　　　利用金額の0.5％が　　　“

規定審議会と決議審議会
　規定審議会　　３年に一度開催される　　RIの
立法機関
　決議審議会　　毎年オンラインで開催される　採
択後、理事会あるいは
財団管理委員会で検討

日本における危機管理委員会の対象

１、自然災害
２、パンデミック
３、ハラスメント
４、個人情報保護
５、サイバー攻撃・情報操作（なりすましメール、フェイ
クニュース）

＊私たちロータリアンは、ロータリークラブ独自の様々
なプログラムを通じ、未来を担う若者たちを「支援して
いる」。
若者たちは、これらの厚意に感謝することが当然かも
しれない。
ロータリーでおこるパワハラ・セクハラの多くは「支援し
てあげている」という高圧的な立場・態度・意識によっ
て発生している。
→ハラスメントは、ロータリアンの社会的な責任が問わ
れる。

平和の種をまこう!!　
～ロータリアンにできること～



■点鐘…………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長
■謝辞…………………………………………………………………………………………………………………………………………………上田会長

　「ロータリーの友誌」に倣い、会員の「うちの子」を募集します。目の中に入れ
ても痛くない、ワンチャン、ネコチャンの写真、又は動画を事務所にメールで送っ
てください。

動画はあまり長くないものを３本以内、写真は５枚以内でお願いします。親睦委員会で選び、10 月 30日の夜間例会で
スクリーンにてご紹介します。締めきりは、10月16日です。

募集します！「うちの子」　　

▶
小
根
森
会
員
作
「
歓
迎
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⑥大規模プログラム補助金　
　2020-21年度　マラリアのないザンビアのための
　パートナー、補助金200万ドル

米山奨学会への支援
　2710地区での奨学生の募集の基本方針
①ロータリー活動を理解し、世話クラブ例会、家族と 
　の交流、ロータリー諸行事に参加できること
②将来、母国と日本の親善を深めようという使命感が
　あること
③被推薦者が3名以下の大学は、3名の学生が同じ
　国籍にならないようにすること
④被推薦者が4名以上の大学は、同一国籍の学生
　は2名までとすること
⑤合格者全体で同一国籍の学生が占める割合は　
　30％以下とする

　●なぜ、外国人留学生を支援するのか
米山奨学事業の目的は、海外から優秀な学生を日本
に招き、勉学を支援することであり、その背景には二度
と戦争の悲劇を繰り返さないために、“平和日本”を世
界に伝へ、国際親善と世界平和に寄与したいという願
いがある。苦学生の支援が目的ではない。

オープン例会の奨励
○庄原ロータリークラブは11名参加で11名入会
○35クラブで208名の参加

日本における危機管理委員会の対象
１、自然災害
２、パンデミック
３、ハラスメント
４、個人情報保護
５、サイバー攻撃・情報操作（なりすましメール、フェイ
　クニュース）

　最後にハラスメント問題についてです。私たちロー
タリアンは、未来を担う若者たちを支援しているのです
が、ロータリーでおこるパワハラ・セクハラの多くは「支
援してあげている」という高圧的な立場・態度・意識
によって発生しています。法的責任はなくともロータリア
ンの社会的な責任が問われると私は思います。意識
することで変えられると思いますので、どうか皆様のご
協力をお願いいたします。

例会後、フォーラムが開催された。中間ガバナー補佐の司会進行のもと、前田会員、和田会員がそれぞれ発表。
盛会に終わった。

親睦委員会


